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蛍光体の発光中心として希土類イオン(RE)は一般的であり、中でも可視紫外域に 5d-4f遷移によ

る強い発光を示す Ce3+、Pr3+、Eu2+は盛んに研究が行われている。無機蛍光体を用いた電離放射線

検出器(シンチレータ及びドシメータ)は様々な分野で実用化されており、シンチレータとしてはガ

ーネット構造を持つ単結晶(RE3(Al, Ga, In)5O12)が良く知られている。しかしながら、近年ペロブス

カイト構造(REAlO3)を持つ材料においても同等の優れた特性が報告されており[1,2]、検出器材料

として有望であると考えられる。特に(Y,Eu)AlO3 は Eu2+による発光が期待できる材料でありなが

ら、報告の多くは構造的あるいは光学的なものに限られている[3]。そこで本研究ではEuAlO3 (EAP)、

Eu0.5Y0.5AlO3 (EYAP)及び Eu0.001Y0.999AlO3 (Eu:YAP)の組成を持つ単結晶を Floating Zone法によって

作製し、そのシンチレーション及びドシメータ特性を評価した。 

Fig. 1.にシンチレーション発光スペクトルを示す。いずれの試料においても 580 nm以降の波長

域に Eu3+の 4f-4f 遷移に起因する鋭いピークが複数確認された。また Eu:YAP では 300-400 nm及

び500-700 nmにそれぞれYAPホスト及びEu2+の5d-4f遷移に起因するブロードな発光が見られた。

Fig. 2.に熱蛍光グローカーブを示す。Eu:YAPの TSL 強度は他の試料と比較して 3桁以上大きな値

を示した。260 °C付近の熱蛍光ピークは無添加 YAPには存在せず[4]、Eu添加によって安定な捕

獲準位が形成したと考えられる。 

  

Fig.1. Scintillation spectra. Fig. 2. TSL glow curves. 
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